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皆さん こんにちは 
今回の恵仁会通信は沖縄発です。２月に第１号を発行して、早いものでもう第５号になります。 
６月、沖縄はいつもだったら梅雨の時期で毎日ジメジメしていますが今年は雨が少ないですね。 
それはそれで水不足が心配な今日この頃なのです。 
そして、６月といえば・・  “６月４日の虫歯予防デー” ということで今回は虫歯の予防に 
関することをお伝えしたいと思います。 
最近、よくキシリトールやリカルデント配合のガムやキャンディーをＣＭなどで目にしますね、 
ではキシリトールについてちょっとだけ詳しい説明をすることにしましょう。 
 
    キシリトールの概要 
キシリトールは天然素材の甘味料でシラカバやカシを原料に主にフィンランドで生産されています。 
私たちの身近なところでは、イチゴやラズベリーなどの果物やレタスやほうれん草などの野菜にも 
含まれています。また体内でも肝臓で１日に５～15ｇ生産されています。 
    
    キシリトールの安全性 
キシリトールはアメリカやカナダなど世界の 38 カ国以上の国々で食品、医療品用途で許可されて 
います。その安全性はＷＨＯでも認められていてとても安全な甘味料だといえます。 
 
    キシリトールの歯に対する効果 
虫歯の抑制効果：キシリトールは虫歯菌の成長抑制、口腔内細菌の非順応性などの効果があります。 
キシリトールを使い続けると、まず口腔内の虫歯菌の数が少なくなり、虫歯になり難く、歯肉炎が 
起き難くなります。 
再石灰化促進効果：キシリトールは歯質の再石灰化（エナメル質表層う蝕により失われたカルシウム 
が再び戻る現象）の促進効果があり、強くて丈夫な歯にします。 
 
    キシリトールの効果を引き出すポイント 
フィンランドでは、食事の後と寝る前に必ずキシリトール入りのガムをかむようです。意外ですが 
寝る前なのです。なのでポイントは 食事やおやつの後にかむ  寝る前にかむ  長時間続けて 
かむ ということになります。 
虫歯予防の参考になれば幸いです。実践して歯を健康にしましょう！ 
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